脳外科学　１９９８年度 卒業試験　過去問解説                                 

 1  50歳の女性。強い頭痛とともに一過性の意識障害があった。次の日から一側の動眼神経麻痺を認めた。診断はどれか。

a)椎骨動脈解離性動脈瘤

b)中大脳動脈瘤

c)内頚動脈ー後交通動脈分岐部動脈瘤

d)前交通動脈瘤

e)脳底動脈先端部動脈瘤

解答：c

解説：動眼神経麻痺の原因としては、脳ヘルニア、内頚動脈ー後交通動脈瘤、頚動脈海綿静脈洞瘻、外傷があげられる。

 2 70歳の酒好きの男性。生来健康であった。３ヶ月前に自転車で転倒し頭部を打撲したが意識を失うことはなかった。１ヶ月前から頭痛を訴えていた。徐々に物忘れがひどくなり、近医にて痴呆と言われていた。数日前から右上下肢が少し弱い。この状態に対して最も適切な治療はどれか。

a)頚動脈血栓内膜剥離術

b)穿頭血腫洗浄除去術

c)脳室腹腔短絡術(V-P shunt)

d)開頭血腫除去術

e)放射線・化学療法

解答：b

解説：頭部外傷による慢性期（３週間以上）に症状発生するのは、慢性硬膜下血腫である。治療は血腫洗浄除去術である。

 3 つぎの小児腫瘍の中で予後の最も良好なのはどれか。

a)小脳虫部髄芽腫

b)第四脳室上衣腫

c)小脳半球星状細胞腫

d)脳幹星状細胞腫

e)頭蓋咽頭腫

解答：c

解説：最も悪性のなのはaである。

 4  次の脳内血腫の発生部位のうちアミロイドアンギオパチーに特徴的なのはどれか。

a)被殻

b)皮質下

c)視床

d)小脳

e)脳幹

解答：b

解説：アミロイドアンギオパチーは脳血管へのアミロイド沈着を原因とする皮質下の再発・多発性の脳出血である。けいれん、進行性の痴呆などを起こす。

5, 12歳の女児。7歳の頃から紙風船を膨らまして遊ぶなど、過度に呼吸をした後に一過性の運動麻痺が出現する発作があった。今回は突然右の片麻痺と失語をおこして来院した。この患者において最も特徴的と考えられる脳血管造影の所見はどれか。２つ選べ。
a)内頚動脈高度狭窄
b)動静脈吻合
c)モヤモヤ血管
d)静脈洞閉塞
e)腫瘍陰影
解答：a, c

解説：過呼吸で誘発される＝もやもや病である。もやもや病は、頭蓋内内頚動脈末梢、前or中大脳動脈近位側部に狭窄閉塞が見られる。
6, 65歳の男性。突然右の不全片麻痺と左の動眼神経麻痺が発生した。意識は清明。その他に神経症状を認めない。ＣＴで小さな血腫を認めた。最も症状と合致する出血部位は次の中でどれか。
a)被殻
b)中脳
c)橋
d)延髄
e)小脳

解答：b

解説：動眼神経核は中脳に存在する。この部位の大脳脚を障害すると対側の片麻痺が出現する。(Weber症候群)

7, 右の頸静脈孔を通る神経の症状が認められる。その症状として最も可能性の高いのはどれか。
a)顔面の麻痺
b)聴力障害
c)一側の舌の萎縮
d)嚥下障害
e)後頭部の知覚障害

答え　d

頸静脈孔から出る脳神経は、舌咽神経(Ⅸ)・迷走神経(Ⅹ)・副神経(Ⅺ)である。顔面の麻痺は顔面神経、聴力障害は聴神経、舌の萎縮は舌下神経の障害である。嚥下障害は軟口蓋から咽頭の運動に関わる舌咽神経、迷走神経の障害で、後頭部の知覚障害はC2〜4の脊髄神経の障害である。

8, 胸髄の左半側のみが切断された場合に、その慢性期に下肢に出現する症状に合致しないものはどれか。
a)　左の下肢の運動麻痺
b)　左の下肢の触覚・知覚障害
c)　左の下肢の温度覚・痛覚障害
d)　左の下肢の深部腱反射障害
e)　左の下肢の筋緊張の亢進

答え　c

脊髄の完全な横断性の障害ではそれ以下のレベルでの運動麻痺、感覚障害、膀胱直腸障害を認める。半側のみであればBrown-Sequard症候群を来す。つまり、障害側では障害部位以下の痙性麻痺、深部腱反射亢進、病的反射の出現、皮膚感覚過敏、深部覚、識別覚障害がある。さらに障害部位に一致した全感覚消失及び対側の温痛覚障害を認める。

9, 1才の男児。健診で頭蓋が異常に前後に長くなっていると指摘され外来を受診し、狭頭症と診断された。どの頭蓋骨縫合に問題があるか。
a)　冠状縫合
b)　矢状縫合
c)　人字縫合
d)　鱗状縫合
e)　前頭縫合

答え　b

狭頭症(craniostenosis)とは頭蓋骨早期癒合症によって、脳の成長に対して頭蓋容積が小さすぎるために鬱血乳頭、視力障害、発達遅延をもたらすことである。

この場合、頭蓋が前後に長くなっているという所見から、頭蓋を横に広げる矢状縫合の癒合があると考えられる。また矢状縫合癒合は最も多い形態である。

10, 脊髄腫瘍の中で通常最も予後不良のものはどれか。
a)　硬膜外腫瘍
b)　髄膜腫
c)　神経鞘腫
d)　血管芽腫
e)　上衣腫
答え　a

髄膜腫、神経鞘腫、血管芽腫は良性脳腫瘍で手術により摘出が可能である。上衣腫は神経膠腫の一種で、比較的摘出が難しい神経膠腫の中でも予後は悪くない。全摘でき、良性であれば5年生存率60%だそう。一方硬膜外腫瘍は多くが悪性腫瘍の転移、原発の場合は骨腫や血管腫などだけど、たいがい転移だから予後悪い。

11, つぎの中でbromocriptine(ParlodelＲ)に対する感受性の最も高いのはどれか。
a)　末端肥大症
b)　プロラクチン産生腫瘍
c)　クッシング病
d)　頭蓋咽頭腫
e)　鞍上部胚腫

答え　b

ブロモクリプチンはドーパミン作動薬で、プロラクチン放出抑制作用があるためプロラクチン産生下垂体腺腫による高プロラクチン血症の治療などに用いられる。またブロモクリプチンは正常人の血漿GHを増加させるが末端肥大症では逆に低下させるため治療に用いる。高プロラクチン血症より大量に必要なことが多い。

12, 皮膚の知覚支配を示す次の組み合わせのうち、最も適切でないのはどれか。
a)　母指(手の親指)　–　C4

b)　乳頭部　–　Th4

c)　剣状突起部　–　Th7

d)　臍部　–　Th10

e)　母趾(足の親指)　–　L4
答え　a

C4は首の付け根のあたり。手の親指はC6。乳頭部はTh4。剣状突起部はTh6〜7。臍は10、足の親指はL4。

13, 次の腫瘍についての記載のうち、適切でないのはどれか。
a)頭蓋咽頭腫→鞍上部
b)脊索腫→斜台
c)胚腫→松果体部
d)神経鞘腫→小脳橋角部
e)血管芽腫→側頭葉

解答e

a)頭蓋咽頭腫→鞍上部。頭蓋内先天性腫瘍の代表例。良性。ほとんどがトルコ鞍上部に出来る。よって正。トルコ鞍内部や第三脳室に出来る場合もある。

b)脊索腫→斜台。頭蓋内で発生する場合は50％で斜台に起きここが最も多い。よって正。

c)胚腫→松果体部。頭蓋内では松果体内に好発。よって正。精巣のセミノーマと組織的に同一。

d)神経鞘腫→小脳橋角部。末梢神経にできる良性腫瘍。小脳橋角部は中枢神経だが、95％が第８脳神経(聴神経)の前庭部の核から発生。よって正。次いで第5脳神経(三叉神経)。

e)血管芽腫→側頭葉。比較的稀な(原発性脳腫瘍の8％）良性腫瘍。成人の小脳に多く、網膜、延髄、脊髄にもできる。大脳半球のものは非常に稀。よって誤。

14, 次の中で通常外科的治療の対象とならないのはどれか。
a)三叉神経痛
b)顔面痙攣
c)手根管症候群
d)静脈洞血栓症
e)側頭葉てんかん

解答d

a)三叉神経痛→原則として薬物療法からはじめるが、顕微鏡手術的神経血管減圧術などの外科的治療法もある。

b)顔面痙攣→小さな後頭窩開頭の上、顕微鏡下に顔面神経への血管による圧迫を取り除く方法がよく取られる。

c)手根管症候群→正中神経への手根管による圧迫。観血的な神経への除圧がよく効く。

d)静脈洞血栓症→脳腫瘍がないのに徐々に進行する頭蓋内圧亢進が特徴。ウロキナーゼなどの線溶療法やヘパリンなどの抗凝固療法が行われる。外科的治療は脳圧亢進に対して行われるくらいである。

e)側頭葉てんかん→精神発作をきたすてんかん。てんかんは基本的に薬物療法だが、これは手術。

15, 患側顔面神経の障害をともなうのはどれか。
a)Parinaud症候群
b)Weber症候群
c)Millard-Gubler症候群
d)Jackson症候群
e)Wallenberg症候群

解答c,e(？）

a)Parinaud症候群→責任病巣ははっきりしないが,垂直注視麻痺と輻輳麻痺を伴う。

b)Weber症候群→大脳脚が病変部位。動眼神経麻痺と対側の運動麻痺。

c)Millard-Gubler症候群→脳底下部外側の病変。患側の顔面神経と外転神経の麻痺、対側の運動麻痺。

d)Jackson症候群→10,11,12脳神経の障害。

e)Wallenberg症候群→延髄外側の病変。嘔吐、嚥下障害、嗄声、患側の小脳症状と顔面の温痛覚障害、Horner症候群、対側頸部以下の温痛覚障害。

16, グリオーマに所属しないのはどれか。２つ選べ
a)胚腫
b)星細胞腫
c)類上皮腫
d)上衣腫
e)髄芽腫

解答a,c

a)胚腫→生殖細胞腫

b)星細胞腫→グリオーマ(神経膠腫)

c)類上皮腫→類上皮腫

d)上衣腫→グリオーマの一種。上衣細胞は脳室内でしかできないからこれも脳室内にしかない。

e)髄芽腫→小児の小脳虫部に発生するきわめて未分化のグリオーマ。

17, ２０歳の男性。自動車事故で顔面を強打した。受診時意識は清明であったが翌日より頭蓋内に心拍に一致する雑音を感じた。徐々に一側の眼球が突出して結膜の充血と浮腫を認めた。病因は何か。
a)眼窩内出血
b)視神経管骨折
c)頸動脈海綿静脈洞瘻
d)内頚動脈狭窄
e)脳動脈奇形

解答c

c)頸動脈海綿静脈洞瘻→拍動性眼球突出、結膜の充血と浮腫、拍動性雑音を三徴とする。外傷後、しばらくしてから発症することが多い。

18, 頭部MRIのT１強調画像（Gadolinium 増強なし）において最も高信号に描出されるのはどれか。
a)髄液
b)灰白質
c)白質
d)頭蓋骨
e)皮下脂肪

解答e

a)髄液→脳実質より低い。信号の強さはこの中では4番目。

b)灰白質→白質より低い。3番目。

c)白質→2番目。

d)頭蓋骨→骨はMRIでは写らない。5番目。

e)皮下脂肪→T1では最も高信号。1番。

19, 心弁膜疾患のある患者。頭痛と発熱のため受診。頭部造影CTにて真円に近いring enhancementを認めた。最も可能性の高い診断はどれか。
a)転移性脳腫瘍
b)陳旧性脳内血腫
c)膠芽腫
d)脳腫瘍
e)細菌性動脈瘤
（解説）CT上、ring enhancementを呈する主な疾患は脳膿瘍、転移性脳腫瘍、膠芽腫、収縮期の脳血腫などである。このうち、心弁膜疾患に合併しやすいのは、脳膿瘍である。

（解答）ｄ：脳膿瘍

20, たまたま健康診断で未破裂脳動脈瘤があることがわかった。この場合次の一年の間に破裂する危険性はどの程度か。
a)0.1%
b)1%
c)5%
d)10%
e)20%

（解説）未破裂動脈瘤が破裂する危険性についてはさまざまな報告が出ているが、およそ年間1％程度で、年齢には無関係である。
（解答）ｂ：１％

21, つぎの中でガンマナイフ治療の最も良い対象となるのはどれか。
a)外傷性内頚動脈海綿体静脈洞瘻
b)海綿状血管腫
c)脳動静脈奇形
d)硬膜動静脈奇形
e)もやもや病
（解答）ｃ：脳動静脈奇形

22, 高血圧性脳内血腫のうち、重度昏睡状態においても手術が奏効する可能性が一番高いのはどれか。
a)被殻出血
b)視床出血
c)橋出血
d)小脳出血
e)皮質下出血
（解説）脳内血腫の手術適応は、出血部位と意識重症度により決定される。

被殻出血の場合は、中等度の意識障害では、外科療法のほうが内科療法よりも優れている。

（解答）ａ：被殻出血

23, ２０歳の女性。一側の聴力障害で来院。兄弟が」両側の聴神経腫瘍で治療を受けている。考えなければならない疾患はどれか。
a)Bourneville-Pringle病（tuberous sclerosis）
b)neurofibromatosis type Ⅱ（NF2）
c)Sturge-Weber症候群
d)retinoblastoma
e)von Hippel-Lindau病

（解答）ｂ：nurofibromatosis type Ⅱ

24, 抗てんかん薬として使用されないのはどれか。
a)カルバマゼピン carbamazepine
b)アマンタジン amantadine
c)フェニトイン phenytoin(diphenylhydantoin)
d)フェノバルビタール phenobarbital
e)パルプロ酸 valproic acid(solidium valproate)
（解答）ｂ：アマンタジン

25, つぎの中でＭＲＩに比較してＣＴ(非造影)が診断上有利なのはどれか。
　　　a)　急性期脳梗塞
      b)　脱髄巣
      c)　脳梁病変
      d)　脳動静脈奇形
　　　e) 急性期血腫
(解答)  一般的にＭＲＩはＣＴに比して、①Ｘ線を用いることなく非侵襲的。②水平断に加えて冠状断、矢状断など任意の断面が得られるため、脳幹部や脊髄病変などの診断に強い。③骨、空気などによるアーチファクトがほとんどなく、下垂体部、後頭蓋窩の診断に優れる。④造影剤なしで血管形態や血流の情報を捉えうる。⑤脱髄疾患や一部の変性疾患も捉えることができる。などの利点がある。

  しかし、急性期出血、特にくも膜下出血の診断は難しい。

答え  e)

26, 大孔を通過するのはどれか。
a) 迷走神経
b) 椎骨動脈
c) 舌下神経
d) 舌咽神経
e) 頚静脈

(解答)

a) 迷走神経、d) 舌咽神経、e)頚静脈は頚静脈孔を通り、c) 舌下神経は舌下神経管を通る。

b) 椎骨動脈は鎖骨下動脈より分岐し、第六頚椎横突起孔より順次上行し、大孔より硬膜を貫いて後頭蓋窩に入る。

 答え  b)

27, つぎの中で腰椎椎間板ヘルニアを疑わせる徴候はどれか。
a) Beevor徴候
b) Parinaud徴候
c) Barre徴候
d) Kernig徴候
e) Lasegue徴候

(解答)

a) 腹直筋の収縮を観察するもので、患者を仰臥させ前頭部を検者の手で押さえ、これに抵抗して頭を上げさせるものである。下部腹筋が麻痺していると臍が上方へ偏倚する。

b) 垂直性の共同注視障害を示し、松下体腫瘍が原因となることが多い。

c) 上下肢の軽い不全麻痺を見るものである。上肢の場合、両腕を前方水平に挙上させ閉眼で保持するように命ずると、障害側の上肢が回内し、次第に下降する。下肢の場合は、患者を腹臥位にし膝関節を135度くらいに開いて、下腿を保持するように命じると、障害側は自然に落下する。錐体路障害でみられる。

d) 仰臥位で股および膝関節を90度にまげ、下腿を受動的に伸展させる。正常では上腿と下腿の角度は135度以上になるが、伸ばすことができないときに陽性とする。髄膜刺激による膝の屈筋の攣縮による。

e) 仰臥位で下腿を伸展させたまま持ち上げたとき、70度以下で下肢の疼痛を訴えそれ以上挙上できないものを陽性とする。坐骨神経痛・椎間板ヘルニア・後根疾患などで陽性となる。

  答え  e)

28, つぎの手術治療のアプローチの中で適切なのはどれか。
a) 中大脳動脈瘤―側頭下アプローチ
b) 脳底動脈瘤―半球間裂アプローチ
c) 下垂体腺腫―経蝶形骨洞アプローチ
d) 蝶形骨縁髄膜腫―前頭下アプローチ
e) 松果体腫瘍―経前頭葉アプローチ

(解答)

各アプローチ法については調べがつきませんでした。しかし解答するだけなら容易。経蝶形骨洞アプローチは、下垂体腺腫のうち微小なもの、鞍上進展が小さいものについて行われるものである。

　答え　c)

29, つぎの中で意識が清明なのはどれか。
a) 植物症
b) 無酸素脳症
c) 通過症候群
d) 閉じ込め症候群
e) 無動性無言症

(解答)

a) 植物症は、呼吸・循環その他の自律神経機能はよく保たれているが、運動・知覚および知能活動がほとんど欠如した状態。

b) 無酸素脳症は意識障害の一つの原因を示すものであり、他の選択肢とは意味が異なる。

c) 通過症候群とは、脳の障害から回復する過程で示すことがある特徴的な意識障害の方を表す。無欲、自発活動に乏しかったり、あるいは大声で叫んだり暴れたりする。

d) 閉じ込め症候群とは、橋・延髄の腹側の障害により皮質脊髄路、皮質橋路が傷害されることによって完全な四肢麻痺、下位脳神経麻痺を認める。しかし意識は清明であり、眼球運動によって意志の疎通は可能である。意識障害の一型を表す言葉ではない。

e) 無動性無言症とは植物状態の範疇に入る概念で、意志の疎通は全くないが、注視・追視は保たれている。

答え  d)

30, クモ膜下出血急性期に手術をおこない、経過良好であった患者が、術後５日目から軽い左の運動麻痺を示すようになった。正しい治療方針はどれか。２つ選べ。
a) 再手術
b) 輸液を制限する
c) 血圧を上昇させる
d) 輸血
e) 脳室―腹腔短絡術

　　　　　　　　　　　　　　

(解答)

クモ膜下出血の手術後の合併症としては、再出血、水頭症、脳血管攣縮などが考えられるが、術後５日目に軽度の左片麻痺を示していることから、脳血管攣縮による局所的な脳虚血が起こっていると考えられる。術後の脳血管攣縮の一般的な治療法としては、輸血と高血圧療法の併用が最も一般的であり、解答はc)とd)であると思われる。

答え　c)  d)

31, つきのなかで半盲のパターンが他と異なるのはどれか。
ａ）視索障害
ｂ）側頭葉広汎切除
ｃ）下垂体腫瘍
ｄ）後大脳動脈閉塞
ｅ）横静脈洞閉塞症

31.(ｃ)

下垂体腫瘍は、視交叉を前方より圧迫して耳側半盲を来す。

その他は視交叉より後方の、視索、外側膝状体、内包後脚の障害により同名半盲を来す。

32, 1才の女児が転倒して頭蓋骨の線状骨折と診断された。その後元気にしていたが、受傷後２ヶ月を経て骨折部が盛り上がってきた。経過を見ていたところますます盛り上がってきたので来院。治療法はどれか。
ａ）注射針によって吸引除去
ｂ）切開排膿
ｃ）放置
ｄ）手術による整復
ｅ）包帯による圧迫

32.(ｄ)

乳幼児では、稀に線状骨折が癒合せずに脳の成長に伴い骨折線が拡大し膨隆してくる進行性頭蓋骨骨折となることがある。この場合は手術による整復をするしかない。

33, 次の中で放射線治療が最も奏効するのはどれか。
ａ）下垂体腺腫
ｂ）髄芽腫
ｃ）血管芽腫
ｄ）胚腫
ｅ）膠芽腫
33.(ｄ)

選択肢のうち放射線感受性が高いのは、胚腫、髄芽腫である。このうち、胚腫はradiocurableであり、放射線療法が第一選択で予後もいい(5年生存率80％以上)。髄芽腫は小児の小脳虫部に発生する悪性の腫瘍であり、手術摘出が第一選択である。放射線感受性は高いが播種を来しやすく予後は悪い(5年40％)。以上より放射線が最も奏効するのは胚腫。

34, つぎの下垂体腺腫の中で視野障害が主訴となることが最も多いのはどれか。
ａ）ACTH分泌性腺腫
ｂ）TSH分泌性腺腫
ｃ）GH分泌性腺腫
ｄ）プロラクチン分泌性腺腫
ｅ）非分泌性腺腫

34.（ｅ）

下垂体腺腫のうちホルモン非産生腫瘍は、腫瘍の増大、視交叉の圧迫による視野障害を主訴とすることが多い。ホルモン産生腫瘍は、ホルモン過剰分泌症候により、視交叉症候が発現する前に、小さな腫瘍の時期に発見されることが多い。

35, 中大脳動脈閉塞による脳梗塞患者において、発症の2日後には単純CT像に広汎な低吸収域が認められた。ところが、それから2週間後の単純CT像では、その所見がはっきりしなくなった。この理由は次の中でどれか。
ａ）fogging effect
ｂ）脳梗塞の治癒
ｃ）BOLD効果
ｄ）flow void effect
ｅ）paramagnetic effect

35.（ａ）

脳梗塞では8時間から2日目位までに脳浮腫が生じ最初の２〜４病日が最も著明になり、CTでは低吸収域としてがみられる。これに引き続き、壊死組織が液化吸収され、浮腫も次第に軽減していく。この時期は、脳組織の液化吸収などのＸ線吸収低下要因と、充血、小出血、血管新生、細胞浸潤などのＸ線吸収上昇要因が複雑にからみあって存在し、低吸収陰影が不明瞭化する現象が起きる。これをfogging effectという。

36, つぎの脳浮腫の中で臨床的にステロイドホルモンに最もよく反応するのはどれか。
ａ）高血圧性脳内血腫による場合
ｂ）脳血管攣縮による場合
ｃ）転位性脳腫瘍による場合
ｄ）脳梗塞による場合
ｅ）脳挫傷による場合

36.(c)

腫瘍浸潤により血液脳関門が破壊され、血清蛋白(正常では血液脳関門を通れない)が水分を伴って血管外に漏出することにより脳浮腫が生じると考えられる。ステロイドは血液脳関門を修復することにより脳浮腫を改善する。脳梗塞、脳挫傷でも同様なことが起きているが、ステロイドに最も良く反応するのは脳腫瘍だとわかっている。

37, 腱反射と脊髄レベルの組み合わせで正しいのはどれか。
ａ）上腕二頭筋反射―C1
ｂ）上腕三頭筋反射―Th1
ｃ）腕橈骨筋反射―C3
ｄ）膝蓋腱反射―L4
ｅ）アキレス腱反射―S4

37.(e)

a） biceps reflexはC5-6。

b） triceps reflexはC6-8。

c） brachioradialis reflexはC5-6。

d) patellar tendon reflexはL2-4。

e) Achilles tendon reflexはS1-2。

38, 20才男性の眼球に野球のボールが直撃。その後から眼球の上転障害が発生した。診断は何か。
ａ）視神経管骨折
ｂ）吹き抜け骨折
ｃ）頚動脈海綿体静脈洞瘻
ｄ）外傷性脳幹損傷
ｅ）頭蓋底骨折
38.(b)

眼窩下壁の骨折を起こし、眼球の被膜が骨折部にはさまれ眼球の上転障害、複視を起こす。

こういうのを吹き抜け骨折という。

39, 頭部外傷に伴う脳浮腫の治療として適切でないのはどれか。
ａ）低体温療法
ｂ）バルビツレート療法
ｃ）高浸透圧利尿
ｄ）腰椎髄液ドレナージ
ｅ）過呼吸

39.(ｄ)

脳浮腫により頭蓋内圧亢進を来している場合腰椎穿刺は禁忌である。脊髄液の圧が低下して脳ヘルニアを起こす危険があるから。したがって腰椎髄液ドレナージは当然適切でない。

e)の過呼吸は、呼吸性アルカローシス状態にし、脳内血管の収縮によって脳圧低下をはかる。

40, つぎの脊髄腫瘍の中で髄内腫瘍はどれか。３つ選べ。
ａ）髄膜腫
ｂ）神経鞘腫
ｃ）星細胞腫
ｄ）上衣腫
ｅ）血管芽腫

40.ｃ）ｄ）ｅ）

髄膜腫、神経鞘腫は髄外腫瘍。星細胞腫、上衣腫、血管芽腫は髄内腫瘍。

41, 65才の女性。急に発語が出来なくなった。他人の言うことは正しく理解できる。MRIにて左大脳半球に梗塞巣が見つかった。何処か。
ａ）前頭葉内側面
ｂ）前頭葉下外側面
ｃ）側頭葉先端部
ｄ）側頭葉後部
ｅ）頭頂葉
41.（ｂ）

運動性失語（言語理解は出来るけど話せない）はBrocaの言語中枢(前頭葉下外側面)の障害で起こる。ちみに感覚性失語(言語理解が困難で的外れなことをしゃべる)はWernickeの言語中枢（側頭葉後部）の障害で起こる。

42, クモ膜下出血の手術後、意識清明であった患者が数週間後より徐々にぼんやりとして、歩行がふらつき、尿失禁をするようになった。正しい治療はどれか。
ａ）抗けいれん剤服用の中止
ｂ）浅側頭—中大脳動脈吻合術
ｃ）経動脈的血管形成術
ｄ）穿頭血腫洗浄術
ｅ）脳室腹腔短絡術（V-Pshunt）

42.(e)

くも膜下出血後の正常圧水頭症であると考えられる。くも膜下腔の閉塞による。正常圧水頭症のtrias(歩行障害、尿失禁、痴呆)は重要。治療はV-Pシャント。

43, 9才の男児。交通事故により受傷。来院時から深昏睡状態。受診時の頭部単純X線撮影、単純CT像には明らかな異常はなかった。その後も昏睡状態が持続している。この患者はなぜ状態が改善しないか。
ａ）脳ヘルニア
ｂ）遅発性頭蓋内出血
ｃ）軸索損傷
ｄ）脳挫傷の拡大
ｅ）水頭症

43.（ｃ）

頭蓋内占拠性病変が見られないのに、受傷直後より高度な意識障害が続く場合、びまん性軸索損傷を考える。これは受傷により神経線維に機械的なズレと断裂が生じた結果おこる。

それ以外の選択肢ではCT、X線で異常が見られる。

44, 聴神経腫瘍の進行過程において最も最後に出現する症状はどれか。
ａ）顔面神経麻痺
ｂ）三叉神経障害
ｃ）Bruns眼振
ｄ）温度眼振の消失
ｅ）聴力の消失

44.（ｃ）

聴神経鞘腫の進展により症状が加わっていく。

患側耳鳴、後迷路性難聴（蝸牛神経症状）→前庭神経症状（温度眼振消失など）→三叉神経症状（角膜反射消失、顔面知覚異常）→顔面神経麻痺

→小脳症状、�、�，�障害、Bruns眼振、脳幹症状→死亡

Bruns眼振というのは、患側を向いたとき患側方向への振幅大・頻度小の眼振。健側を向いたとき健側方向の振幅小・頻度大の眼振。

45, 解離性大動脈瘤の患者。症状は安定していたが、突然両下肢の麻痺、温痛覚の脱失、膀胱直腸障害が発生した。最も疑わしいのはどれか。
ａ）脊髄硬膜外腫瘍
ｂ）脊髄髄内出血
ｃ）脊髄髄内腫瘍
ｄ）脊髄梗塞
ｅ）脊髄硬膜外膿瘍

45.(d)

解離性大動脈瘤の患者さんだから、解離が脊髄を栄養するアダムキーヴィッツ動脈起始部にも及び、これの閉塞を来し、脊髄梗塞（前脊髄動脈閉塞症候群）を起こしたものと考えられる。前脊髄動脈の栄養範囲は脊髄の前後索は障害を受けないので深部知覚は低下しない。

46, つぎの中で尿崩症を伴いやすいのはどれか。２つ選べ。
ａ）鞍結節部髄膜腫
ｂ）頭蓋咽頭腫
ｃ）鞍上部胚腫
ｄ）下垂体腺腫
ｅ）巨大内頚動脈瘤
46.（ｂ）、（ｃ）

中枢性尿崩症は視床下部・下垂体後葉の機能低下によるADH分泌障害により起こる。頭蓋咽頭腫はトルコ鞍上の腫瘍で視交叉圧迫による両耳側半盲、視床下部機能低下による尿崩症などを伴いやすい。鞍上部胚腫も名前の通りトルコ鞍上部にできる胚細胞腫で、同様の症状を伴いやすい。鞍結節部髄膜腫は視力障害･視野欠損を来すが、内分泌症状は少ない。下垂体腺腫も両耳側半盲を来すが尿崩症は稀。

47, 初回のクモ膜下出血で死亡する可能性はどの程度か。
ａ）１％
ｂ）10％
ｃ）30％
ｄ）80％
ｅ）95％

47．（ｃ）

30％位である。

48, 虫垂炎のために腰椎麻酔を受けた患者が、歩行可能となってから頭痛を訴えるようになった。頭痛はベットに横になっていると軽減する。この症状を治す方法としてはつぎのどれがよいか。2つ選べ。
ａ）安静臥床
ｂ）抗生物質の投与
ｃ）腰椎髄液ドレナージ
ｄ）マニトールの投与
ｅ）blood patch

48.（ａ），（ｅ）

脊髄麻酔後頭痛であると思われる。これは、麻酔後24時間頃に起こる。坐位･立位で強く、臥位で軽快する。穿刺した孔から髄液が漏れて頭痛がおきるといわれており、できるだけ細い針を用いるとよい。

治療は、くも膜下腔または硬膜外腔に生食注入か大量輸液が有効。あるいは自家血パッチで孔をふさぐ。

ｃ）髄液ドレナージとｄ）マニトールは脳圧を下げるためのものだからだめ。抗生物質は感染予防に投与するかもしれないが、頭痛を治す方法ではない。

49, 遷延性意識障害（植物症）に認められないのはどれか。3つ選べ。
ａ）対光反射の消失
ｂ）自発呼吸
ｃ）血圧低下
ｄ）睡眠と覚醒のリズム
ｅ）徐脳硬直

49.(a),(c),(e)

遷延性意識障害というのは、脳幹は機能しており自発呼吸、循環機能は保たれているが、大脳の広範な障害のため、自力では①移動できない，②食物摂取ができない、③眼で追跡しても認識できない、④簡単な命令に応じても、それ以上の意思疎通は出来ない、⑤声は出ても、意味のある発語は出来ない、⑥失禁状態である、などが3ヶ月以上継続した状態。睡眠と覚醒のサイクルは認められる。稀に植物状態から脱却し意識の回復が見られる。

50, 脳死臓器移植において正しいのはどれか。
ａ）臓器移植を前提としない脳死の診断をおこなってはならない
ｂ）脳死患者家族への臓器移植についての説明は移植医がおこなう
ｃ）臓器移植を受ける患者は移植医が選定する
ｄ）移植が出来なくなった臓器は研究用として使用することはできない
ｅ）臓器移植を前提とした脳死の診断にかかわらず、死亡診断書には心停止の時点をもって死亡と記載する

50．（ａ）？

「臓器の移植に関する法律」の臓器の摘出に関する事項のなかで、

· 臓器の摘出に係わる脳死の判定は、本人が脳死判定に従う意思の表示があり、かつ、家族が脳死判定を拒まない場合に限定すること。

というのがある。だから（ａ）が正しそう。（ｂ）はコーディネーターとかもおこなうし、（ｃ）は移植医だけで決めるものではない。（ｄ）は

· 医師は、本人が臓器提供の意思を書面により表示しており、かつ遺族が拒まない時は、移植術に使用するため、死体(脳死した者の身体を含む)から臓器を摘出することができるものとすること。

というのがあって、正しいような気がするけどわかりません。移植しようとして摘出しても、移植できなくなってしまった場合は研究用として使用してもいいのかもしれない。脳死に至った時点をもって死亡とするので（ｅ）はだめ。

